
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプローチ・リトラクトの図形指定 
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早送りアプローチ・戻り動作を任意の図形に沿って

行うことができます 

アングルヘッドを用いて、ワークの内側から

穴あけを行う動作で説明を行います 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オペレーションを作成します 

R点が低かったため、干渉が発生しています 

R 点を変えずに、アプローチ・戻り経路を変える

ことで干渉を回避させます 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプローチ/リトラクトにチェックを入れます 

作成したオペレーションを右クリックし、 

オペレーションデータを選択します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプローチを指定にチェックを入れます 

戻り動作にも使用するので反転しリトラクトに指定

にもチェックを入れます 

 

アプローチに使用する図形を選択します 

選択した図形に表示される矢印はアプローチの

向きを表します 

設定が完了したら、選択を適用をクリックします 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早送りの経路が図形に沿って変更されます 

シミュレーションを確認すると、 

干渉が回避されたのが分かります 


